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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法ならびに画像表示応用機器

(57)【要約】
【課題】  柱状樹脂パターンの基板への密着度向上させ
ることで、柱状樹脂パターンの剥がれを抑制し、表示む
らを低減する。
【解決手段】  画素電極を駆動するためのスイッチング
能動素子４が形成されたＴＦＴアレイ基板１０上に樹脂
膜１５を形成し、樹脂膜１５に形成されたコンタクトホ
ール１２により、スイッチング能動素子４と、樹脂膜１
５上に形成された画素電極２とをコンタクトさせる液晶
表示装置であって、コンタクトホール１２の全部または
一部に充填された状態で、コンタクトホール１２部位を
覆うように柱状樹脂パターン１７を形成した。これによ
り、コンタクトホール１２部位上に柱状樹脂パターン１
７を重ねて形成され、柱状樹脂パターン１７の基板への
密着度が向上し、同時に基板表面段差が低減し、段差起
因の液晶配向乱れを防止する。これにより、むらの無い
高い表示品位の実現が可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素電極を駆動するためのスイッチング
能動素子が形成されるＴＦＴアレイ基板上に樹脂膜を形
成し、前記樹脂膜に形成されるコンタクトホールによ
り、前記スイッチング能動素子と、前記樹脂膜上に形成
される画素電極とをコンタクトさせ、前記ＴＦＴアレイ
基板とこれに対向する対向基板との間にパネルギャップ
を形成するための柱状樹脂パターンを形成し、前記パネ
ルギャップに液晶を封止する液晶表示装置であって、前
記コンタクトホールの全部または一部に充填された状態
で、コンタクトホール部位を覆うように前記柱状樹脂パ
ターンを形成することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  樹脂膜がカラーフィルタである請求項１
記載の液晶表示装置。
【請求項３】  （コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パ
ターン径）である請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】  （コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パ
ターン径）である請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式である
請求項１から請求項４のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項６】  液晶ディスプレイ方式がＩＰＳ方式であ
る請求項１から請求項４のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項７】  光配向により配向処理する請求項１から
請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】  画素電極を駆動するためのスイッチング
能動素子が形成されるＴＦＴアレイ基板上に樹脂膜を形
成し、前記樹脂膜に形成されるコンタクトホールによ
り、前記スイッチング能動素子と、前記樹脂膜上に形成
される画素電極とをコンタクトさせ、前記コンタクトホ
ールの全部または一部に充填される状態で、コンタクト
ホール部位を覆うように、前記ＴＦＴアレイ基板とこれ
に対向する対向基板との間にパネルギャップを形成する
ための柱状樹脂パターンを形成することを特徴とする液
晶表示装置の製造方法。
【請求項９】  請求項１から請求項７のいずれかに記載
の液晶表示装置を有する画像表示応用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置お
よびその製造方法ならびに画像表示応用機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は主要な表示デバイスとし
て、特に小型、軽量性が要求される用途を中心に幅広く
使用されている。液晶表示装置は、図５に示すように、
画素電極を駆動するためのスイッチング能動素子４が形
成されたアレイ基板１１とカラーフィルタパターン５，
６が形成されたカラーフィルタ基板１０との間に液晶８
を封入してなる液晶表示装置である。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、大型モニター、
テレビ用途等、従来ＣＲＴが使用されていたデバイス分
野への液晶の応用の試みがなされるに伴い、液晶表示装
置には更なる性能向上が要求されている。特に、レント
ゲン写真表示等の医療用途、インターネット商取引への
液晶パネルの応用展開に際し、高輝度、高精細、かつ、
表示むらが皆無な高品位液晶パネルが要求されている。
しかしながら、従来の液晶パネルは、カラーフィルタに
形成されたブラックマトリクスによる遮光のため高輝度
と高精細の両立が困難であった。また、パネルギャップ
制御に用いるビーズスペーサのカラーフィルタ膜への食
い込みに起因する表示むらが見られ、上記用途に使用す
るには十分な性能とは言えなかった。
【０００４】このような背景の元、高輝度・高精細の両
立を目的とし、画素電極を駆動するためのスイッチング
能動素子が形成されたＴＦＴアレイ基板上に平坦化樹脂
膜、あるいは、カラーフィルタパターンを形成する試み
が行なわれている。また、パネルギャップ均一性向上を
目的とし、画素電極を駆動するためのスイッチング能動
素子が形成されたＴＦＴアレイ基板、または、カラーフ
ィルタ基板等の対向基板にあらかじめパネルギャップ形
成のための柱状樹脂パターンを形成する試みが活発に行
なわれている。
【０００５】しかしながら、これらの２つの技術を組み
合わせて形成したパネルにおいて、微細な表示むらが発
生する事が判明した。
【０００６】このような課題を解決するため、検討を加
えた結果、表示むらは以下の現象に起因する事が判明し
た。
【０００７】それは柱状樹脂パターンの剥がれによるギ
ャップばらつきに起因する。
【０００８】したがって、この発明の目的は、柱状樹脂
パターンの基板への密着度を向上させることで、柱状樹
脂パターンの剥がれを抑制し、表示むらをより低減でき
る液晶表示装置およびその製造方法ならびに画像表示応
用機器を提供する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
にこの発明の請求項１記載の液晶表示装置は、画素電極
を駆動するためのスイッチング能動素子が形成されるＴ
ＦＴアレイ基板上に樹脂膜を形成し、前記樹脂膜に形成
されるコンタクトホールにより、前記スイッチング能動
素子と、前記樹脂膜上に形成される画素電極とをコンタ
クトさせ、前記ＴＦＴアレイ基板とこれに対向する対向
基板との間にパネルギャップを形成するための柱状樹脂
パターンを形成し、前記パネルギャップに液晶を封止す
る液晶表示装置であって、前記コンタクトホールの全部
または一部に充填された状態で、コンタクトホール部位
を覆うように前記柱状樹脂パターンを形成する。
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【００１０】このように、コンタクトホールの全部また
は一部に充填された状態で、コンタクトホール部位を覆
うように柱状樹脂パターンを形成するので、コンタクト
ホール部位上に柱状樹脂パターンが重ねて形成され、柱
状樹脂パターンの基板への密着度が向上し、同時に基板
表面段差が低減し、段差起因の液晶配向乱れを防止す
る。これにより、むらの無い高い表示品位の実現が可能
となる。
【００１１】請求項２記載の液晶表示装置は、請求項１
において、樹脂膜がカラーフィルタである。このよう
に、樹脂膜がカラーフィルタであるので、カラーフィル
タオンアレイ型液晶表示装置において請求項１の効果が
得られる。
【００１２】請求項３記載の液晶表示装置は、請求項１
において、（コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パター
ン径）である。このように、（コンタクトホール径）＜
（柱状樹脂パターン径）であるので、柱状樹脂パターン
のアレイ基板側への取付強度がより強く剥がれが生じな
い。
【００１３】請求項４記載の液晶表示装置は、請求項２
において、（コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パター
ン径）である。このように、（コンタクトホール径）＜
（柱状樹脂パターン径）であるので、柱状樹脂パターン
のアレイ基板側への取付強度がより強く剥がれが生じな
い。
【００１４】請求項５記載の液晶表示装置は、請求項１
から請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式である。このよう
に、液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式である液晶表示装
置に適用できる。
【００１５】請求項６記載の液晶表示装置は、請求項１
から請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、液晶ディスプレイ方式がＩＰＳ方式である。このよ
うに、液晶ディスプレイ方式がＩＰＳ方式である液晶表
示装置に適用できる。
【００１６】請求項７記載の液晶表示装置は、請求項１
から請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、光配向により配向処理する。このように、光配向に
より配向処理する液晶表示装置に適用できる。
【００１７】請求項８記載の液晶表示装置の製造方法
は、画素電極を駆動するためのスイッチング能動素子が
形成されるＴＦＴアレイ基板上に樹脂膜を形成し、前記
樹脂膜に形成されるコンタクトホールにより、前記スイ
ッチング能動素子と、前記樹脂膜上に形成される画素電
極とをコンタクトさせ、前記コンタクトホールの全部ま
たは一部に充填される状態で、コンタクトホール部位を
覆うように、前記ＴＦＴアレイ基板とこれに対向する対
向基板との間にパネルギャップを形成するための柱状樹
脂パターンを形成する。
【００１８】このように、コンタクトホールの全部また
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は一部に充填される状態で、コンタクトホール部位を覆
うように、ＴＦＴアレイ基板とこれに対向する対向基板
との間にパネルギャップを形成するための柱状樹脂パタ
ーンを形成するので、柱状樹脂パターンの基板への密着
度が向上し、同時に基板表面段差が低減し、段差起因の
液晶配向乱れを防止する。これにより、むらの無い高い
表示品位の実現が可能となる。
【００１９】請求項９記載の画像表示応用機器は、請求
項１から請求項７のいずれかに記載の液晶表示装置を有
する。このように、請求項１から請求項７のいずれかに
記載の液晶表示装置を有するので、高輝度、高精細、か
つ、表示むらが皆無な高品位液晶パネルが要求される画
像表示応用機器に利用できる。
【００２０】
【発明の実施の形態】この発明の第１の実施の形態を図
１に基づいて説明する。図１はこの発明の第１の実施の
形態の液晶表示装置の構造を示す断面図である。
【００２１】図１に示すように、この液晶表示装置は、
画素電極（透明電極２）を駆動するためのスイッチング
能動素子４が形成されたＴＦＴアレイ基板１１上に平坦
化樹脂膜１５を形成し、平坦化樹脂膜１５に形成された
コンタクトホール１２により、スイッチング能動素子４
と、平坦化樹脂膜１５上に形成された画素電極２とをコ
ンタクトさせ、ＴＦＴアレイ基板１１とこれに対向する
対向基板（カラーフィルタ基板１０）との間にパネルギ
ャップを形成するための柱状樹脂パターン１７を形成
し、パネルギャップに液晶８を封止した構成である。柱
状樹脂パターン１７は、コンタクトホール１２の全部ま
たは一部に充填された状態で、コンタクトホール１２部
位を覆うように形成される。
【００２２】この場合、平坦化樹脂膜１５を形成したア
レイ基板１１とカラーフィルタ基板１０を配向処理し、
一定の密度で配置した柱状樹脂パターン１７によりセル
ギャップを制御し、シール剤９により前記配向処理を施
した２枚の基板１０，１１を接着し、かつ、シール剤９
により液晶８を封止した構造からなっている。図中２，
２’は透明電極、３，３’はポリイミド配向膜、５はカ
ラーフィルタパターン、６はブラックマトリクスであ
る。また、柱状樹脂パターン１７はコンタクトホール１
２上に、（コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パターン
径）となるように形成されている。すなわち、柱状樹脂
パターン１７はコンタクトホール１２の内部に埋め込ま
れる基端部１７ａと一体に形成され、コンタクトホール
１２より上方に形成される柱状樹脂パターン１７の径が
コンタクトホール１２の径より大きく形成される。
【００２３】次にこの液晶表示装置の製造方法について
説明する。ＴＦＴアレイ基板１１上に平坦化樹脂膜１５
を形成し、平坦化樹脂膜１５に形成されるコンタクトホ
ール１２により、スイッチング能動素子４と平坦化樹脂
膜１５上に形成された画素電極２とをコンタクトさせ、
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コンタクトホール１２部位を覆うように柱状樹脂パター
ン１７を形成する。
【００２４】この発明の第２の実施の形態を図２に基づ
いて説明する。図２はこの発明の第２の実施の形態の液
晶表示装置の構造を示す断面図である。図２に示すよう
に、この液晶表示装置は、第１の実施の形態において、
対向基板側にカラーフィルタパターンを設けず、平坦化
樹脂膜の代わりにカラーフィルタパターンを設けるカラ
ーフィルタオンアレイ型液晶表示装置である。
【００２５】この場合、ＴＦＴアレイ基板上にカラーフ
ィルタパターン５，６を形成し、カラーフィルタオンア
レイ基板１３と対向基板１４を配向処理し、一定の密度
で配置した柱状樹脂パターン１７によりセルギャップを
制御し、シール剤９により前記配向処理が施される２枚
の基板１３，１４を接着し、かつ、シール剤９により液
晶８が封止される構造からなっている。図中２，２’は
透明電極、３，３’はポリイミド配向膜、６はブラック
マトリクスである。また、柱状樹脂パターン１７は、第
１の実施の形態と同様にコンタクトホール１２上に、
（コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パターン径）とな
るように形成されている。
【００２６】次にこの液晶表示装置の製造方法について
説明する。ＴＦＴアレイ基板１１上にカラーフィルタパ
ターン５を形成し、カラーフィルタパターン５に形成さ
れるコンタクトホール１２により、スイッチング能動素
子４とカラーフィルタパターン５上に形成された画素電
極２とをコンタクトさせ、コンタクトホール１２部位を
覆うように柱状樹脂パターン１７を形成する。
【００２７】
【実施例】この発明の実施例１について説明する。ＴＦ
Ｔアレイ基板上に、平坦化樹脂膜（ＰＣ３３５、ＪＳＲ
（株）製）パターンを形成後、画素ＩＴＯ電極パターン
を蒸着により形成する。次に、パネルギャップ形成のた
めの柱状樹脂（ＮＮ７００、ＪＳＲ（株）製）パターン
を、前記平坦化膜パターンのコンタクトホール部位に重
ねて、３画素に２個の密度で形成する（図１）。この
際、（コンタクトホール径）＜（柱状樹脂パターン径）
になるようにパターンを設計する。前記基板に、さらに
配向膜パターンを形成、ラビングによる配向処理を施し
て後、同様に配向処理が施される対向カラーフィルタ基
板とをシール樹脂を介し張り合わせ、空セルを形成す
る。空セルに真空注入法により液晶注入後、封口を行な
い液晶パネルを作製する。この液晶パネルの表示むらを
目視評価する。結果を、表１に示す。
【００２８】この発明の実施例２について説明する。Ｔ
ＦＴアレイ基板上に、カラーレジスト（ＣＭ７０００、
富士フィルムオーリン（株）製）をスピンコート法で塗
布し、露光、現像する事により、カラーフィルタパター
ンを形成後、画素ＩＴＯ電極パターンを蒸着により形成
する。次に、パネルギャップ形成のための柱状樹脂（Ｎ
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Ｎ７００、ＪＳＲ（株）製）パターンを、前記カラーフ
ィルタパターンのコンタクトホール部位に重ねて、３画
素に２個の密度で形成する（図２）。この際、（コンタ
クトホール径）＜（柱状樹脂パターン径）になるように
パターンを設計する。前記基板に、さらに配向膜パター
ンを形成、ラビングによる配向処理を施して後、同様に
配向処理が施される対向基板とをシール樹脂を介し張り
合わせ、空セルを形成する。空セルに真空注入法により
液晶注入後、封口を行ない液晶パネルを作製する。この
液晶パネルの表示むらを目視評価する。結果を表１に示
す。
【００２９】比較例１について説明する。図３に示すよ
うに、ＴＦＴアレイ基板１１上に、平坦化樹脂膜（ＰＣ
３３５、ＪＳＲ（株）製）パターン１５を形成後、画素
ＩＴＯ電極パターン２を蒸着により形成する。次に、パ
ネルギャップ形成のための柱状樹脂（ＮＮ７００、ＪＳ
Ｒ（株）製）パターン７’を、前記平坦化膜パターン１
５のコンタクトホール１２部位に重ならないように、３
画素に２個の密度で形成する。この際、（コンタクトホ
ール径）＜（柱状樹脂パターン径）になるようにパター
ンを設計する。前記基板１１に、さらに配向膜パターン
３を形成、ラビングによる配向処理を施して後、同様に
配向処理が施される対向カラーフィルタ基板１０とをシ
ール樹脂９を介し張り合わせ、空セルを形成する。空セ
ルに真空注入法により液晶注入後、封口を行ない液晶パ
ネルを作製する。この液晶パネルの表示むらを目視評価
する。結果を、表１に示す。
【００３０】比較例２について説明する。図４に示すよ
うに、ＴＦＴアレイ基板１３上に、カラーレジスト（Ｃ
Ｍ７０００、富士フィルムオーリン（株）製）をスピン
コート法で塗布し、露光、現像する事により、カラーフ
ィルタパターン５を形成後、画素ＩＴＯ電極パターン２
を蒸着により形成する。次に、パネルギャップ形成のた
めの柱状樹脂（ＮＮ７００、ＪＳＲ（株）製）パターン
７’を、前記カラーフィルタパターン５のコンタクトホ
ール１２部位に重ならないように、３画素に２個の密度
で形成する。この際、（コンタクトホール径）＜（柱状
樹脂パターン径）になるようにパターンを設計する。前
記基板１３に、さらに配向膜パターン３を形成、ラビン
グによる配向処理を施して後、同様に配向処理が施され
る対向基板１４とをシール樹脂９を介し張り合わせ、空
セルを形成する。空セルに真空注入法により液晶注入
後、封口を行ない液晶パネルを作製する。この液晶パネ
ルの表示むらを目視評価する。結果を表１に示す。
【００３１】比較例３について説明する。ＴＦＴアレイ
基板上に、平坦化樹脂膜（ＰＣ３３５、ＪＳＲ（株）
製）パターンを形成後、画素ＩＴＯ電極パターンを蒸着
により形成する。次に、パネルギャップ形成のための柱
状樹脂（ＮＮ７００、ＪＳＲ（株）製）パターンを、前
記平坦化膜パターンのコンタクトホール部位に重ねて、
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7
３画素に２個の密度で形成する。この際、（コンタクト
ホール径）＞（柱状樹脂パターン径）になるようにパタ
ーンを設計する。前記基板に、さらに配向膜パターンを
形成、ラビングによる配向処理を施した後、同様に配向
処理を施した対向カラーフィルタ基板とをシール樹脂を
介し張り合わせ、空セルを形成する。空セルに真空注入
法により液晶注入後、封口を行ない液晶パネルを作製す
る。この液晶パネルの表示むらを目視評価する。結果
を、表１に示す。
【００３２】比較例４について説明する。ＴＦＴアレイ
基板上に、カラーレジスト（ＣＭ７０００、富士フィル
ムオーリン（株）製）をスピンコート法で塗布し、露
光、現像する事により、カラーフィルタパターンを形成
後、画素ＩＴＯ電極パターンを蒸着により形成する。次*
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*に、パネルギャップ形成のための柱状樹脂（ＮＮ７０
０、ＪＳＲ（株）製）パターンを、前記カラーフィルタ
パターンのコンタクトホール部位に重ねて、３画素に２
個の密度で形成する。この際、（コンタクトホール径）
＞（柱状樹脂パターン径）になるようにパターンを設計
する。前記基板に、さらに配向膜パターンを形成、ラビ
ングによる配向処理を施して後、同様に配向処理が施さ
れる対向基板とをシール樹脂を介し張り合わせ、空セル
を形成する。空セルに真空注入法により液晶注入後、封
口を行ない液晶パネルを作製する。この液晶パネルの表
示むらを目視評価する。結果を表１に示す。
【００３３】
【表１】

【００３４】この実施例では、コンタクトホール１２の
部分にも柱状樹脂パターン１７の一部分が充填されてい
るので、柱状樹脂パターン１７のアレイ基板側への取付
け強度が、より強く（食い付きが良い）ので、機械的強
度に有利で、長期信頼性向上にも好ましい。
【００３５】また、小型高精細度の液晶パネルでは、特
性向上が著しく本発明のコスト面でのデメリットをカバ
ーすることができて、産業的価値が大きい。
【００３６】なお、液晶ディスプレイ方式がＴＮ方式、
ＩＰＳ方式の液晶表示装置に適用できる。また、光配向
（ラビングレス；機械的手段で配向しない）により配向
処理してもよい。
【００３７】また、柱状樹脂パターンのスペーサの数
（単位面積当たり）が多過ぎると、低温気泡が発生する
不具合があり、少な過ぎると温度変化によるギャップ変
化が、表示性能に不具合がある。そのため、柱状樹脂パ
ターンのスペーサの数は、液晶材料やスペーサの材質
や、液晶パネルの構成等の条件で最適値があり、実験や
構造シミュレーションで最適値を見出すことを設計的に
行うようにしている。
【００３８】また、上記構成の液晶表示装置を用いて画
像表示応用機器を構成することができる。
【００３９】
【発明の効果】この発明の請求項１記載の液晶表示装置
によれば、コンタクトホールの全部または一部に充填さ
れた状態で、コンタクトホール部位を覆うように柱状樹
脂パターンを形成するので、コンタクトホール部位上に
柱状樹脂パターンが重ねて形成され、柱状樹脂パターン

の基板への密着度が向上し、さらには基板表面段差が低
減し、段差起因の液晶配向乱れを防止する。これによ
り、むらの無い高い表示品位の実現が可能となる。
【００４０】請求項２では、樹脂膜がカラーフィルタで
あるので、カラーフィルタオンアレイ型液晶表示装置に
おいて請求項１の効果が得られる。
【００４１】請求項３では、（コンタクトホール径）＜
（柱状樹脂パターン径）であるので、柱状樹脂パターン
のアレイ基板側への取付強度がより強く剥がれが生じな
い。
【００４２】請求項４では、（コンタクトホール径）＜
（柱状樹脂パターン径）であるので、柱状樹脂パターン
のアレイ基板側への取付強度がより強く剥がれが生じな
い。
【００４３】請求項５では、液晶ディスプレイ方式がＴ
Ｎ方式である液晶表示装置に適用できる。
【００４４】請求項６では、液晶ディスプレイ方式がＩ
ＰＳ方式である液晶表示装置に適用できる。
【００４５】請求項７では、光配向により配向処理する
液晶表示装置に適用できる。
【００４６】この発明の請求項８記載の液晶表示装置の
製造方法によれば、コンタクトホールの全部または一部
に充填された状態で、コンタクトホール部位を覆うよう
に、ＴＦＴアレイ基板とこれに対向する対向基板との間
にパネルギャップを形成するための柱状樹脂パターンを
形成するので、柱状樹脂パターンの基板への密着度が向
上し、さらには基板表面段差が低減し、段差起因の液晶
配向乱れを防止する。これにより、むらの無い高い表示
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品位の実現が可能となる。
【００４７】この発明の請求項９記載の画像表示応用機
器によれば、請求項１，２，３，４，５，６または７記
載の液晶表示装置を有するので、高輝度、高精細、か
つ、表示むらが皆無な高品位液晶パネルが要求される画
像表示応用機器に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施の形態の液晶表示装置の
断面図
【図２】この発明の第２の実施の形態の液晶表示装置の
断面図
【図３】比較例１の液晶表示装置の断面図
【図４】比較例２の液晶表示装置の断面図
【図５】従来例の液晶表示装置の断面図

10
【符号の説明】
１，１’  ガラス基板
２，２’  透明電極
３，３’  配向膜
４    スイッチング能動素子
５    カラーフィルタパターン
６    ブラックマトリクス
８    液晶
９    シール剤
１０  カラーフィルタ基板
１１  アレイ基板
１２  コンタクトホール
１５  平坦化樹脂膜
１７    柱状樹脂パターン

【図１】 【図２】
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【図５】
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